
古オリエント世界における

パレオ・エコロジーの諸問題（1）

中　島　健　…

は　じ　め　に

　近申棄地方における窮然的条件の諸要素の特徴については，地域的に顕著な差異があ

り，その差異は歴史をさかのぼるほど著しい。乾燥した炎暑のリビア平原と冷涼な霧ふ

かい』一手サスの山岳地方と比較してみても，また，メツポタミアの肥沃な三河流域の

沖積車野とカスピ海北蔀の寒冷な沿岸地方とを比較してみても，あきらかに，それらの

自然的条件にはさまざまな差異がある。丘陵地帯や平原，森林やステップなどの異った

地域的諸条件のなかで，人間たちは，それらの地域的な諸条件と対面・対決してさまざ

まな生活をいとなんできた。

　新石器時代以前における近中東地方の自然的景観は，今iヨと比較して，かなり異って

いた6地型釣にはほとんど変化していないが，動植物の分布・陸水・気温・土壌の理化

学的組成など，この6000～5000年ほどの間に，はげしく変化した。このような変化は，

気候の変動と人間の歴更的行為とによってひきおこされたのである。とくに，気候の変

化は人蘭の生存諸条件にきびしい影響をあたえてきた。

　古オザエソト世界における自然酌諸条件の研究は今艮なお不明確な問題がすくなくな

い。しかし，近中東地域にかんする地質学・動物学。植物学・気象学・考古学・地理学

など，さいきんの著しい研究の進展と諸成果をふまえて，古生態学（Palaeo－ecology）

の視角からいくつかの仮設を提起することができる。そのことは，さらに，あたらしい

歴史研究へとみちびくことができようi）。
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1、磁古オリエント世界におけるパレオ。：・　urmジーの諸問題

1　後氷期における早期の自然的諸条件

　（1）気候変化
　このiOO万年のあいだ，全世界にわたって，しぼしぼ激しい気候変化がおこってい

る。この期間に，北半球の中緯度地方やその北辺地帯では，しぼしぼ，氷期と間氷期・

温暖期との気候変化にさらされた。およそ1万年前から，世界の気候条件はほぼ安定

し，現在にいたっている。地質学上の結論によると，最後の間氷期以降の気候変化とそ

のクロノロジーはつぎのようである2）。

　1）最後の間氷期（Last　Interglaciai　Period一紀元前7万年以前）。この時期は，

　　ほぼ3万年間にわたって，世界的に温暖な気候がつづき，低緯度地方は現在より湿

　　潤であった。

　2）　ウルム期・最：後の氷期の學期段階（W養rm　ol”Last　Glacial　Period，　early

　　stages－70，000－28，000　B．　C．）。この時期は，スカンジナビアおよびカナダの高山

　　地帯に大陸氷河が形成され，気候は湿潤であったが，寒冷となった。低緯臓地帯で

　　は早期の段階に降雨が多い。

　3）　間氷期（lnterstadia　Phase－28，、OOO－26，000　B．　C．）。この時期は，氷河が一時

　　的に退行し，気温も一時的に温和となった。

　4）　ウルム期・最後の氷期の後期段階（WUrm　or　Last　Glacia1　Period，　main　and

　　la’te　stages－26，000－8，000　B．　C．）。この時期の気候条件は，寒冷・乾燥となつ

　　た。紀元前18000年に，氷河は最盛期をむかえた。その後，一時的に氷河は退行し

　　たが，また，紀元前9000年にもとのように発達した（第2図参照）。

　5）　後氷期（postglacial　or　Recent　Period－8000　B．C．から現在まで）。　一般

　　的にいえぽ，気欝や降雨量はほぼ現在の状態に近づいてくる。5000－2500B．　C．の

　　時期に，高緯度地方の気温が最高となり，大部分の地域は湿潤となった。しかし，

　　2500B．C．より，中低緯度地方の気候は，気温が上昇。雪線が退行し・乾燥しは

　　じめた。2350－800または500B．　C．の乾燥化はとくに激しかった。その後，500

　　B．C．以降，きびしい乾燥化はやわらぎ，湿気もいくらか圓復してきたが，こんどは

　　人為的条件が，のちにのべる，乾燥化の悪条件をつくりだすのである（第3図）。

　要するに，現在の北アフリカ・近中東地方の乾燥地帯は，紀元前6千年紀の中期から

紀元前3千年紀の中期までのほぼ3000年間，現在の気候条件と異って，温暖・湿潤であ
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古オリエント世界におけるパレオ・エコpaジーの譜問題

り，豊かな動植物にもめぐまれていた。ところが，紀元前3千年紀のなかころから，気

候はしだいに乾燥しはじめた。その乾燥は現在よりもきびしく，日中の気温も上昇した

にちがいない。その後，東ローマ・ビザンチウムの時代に，気候条件はいくらかよくな

ってきたが，とくに，後氷期以降（8000　B．　C．一）の気候変化は古オリエント世界の経済

的・社会的・政治的な構造変動にきわめて顕著な影響麹あたえてきたように思われる3）。

　気候の要素には気温・降水量・風・日照（曇量）などがあり，これらの諸要素は緯度

・高度・位置・地型・水陸分布・海流などの気候因子に綱約される。なかでも，気温と

降水量，風などが動植物の生態にきびしい影響をあたえ，また，人間の生活行動にもお

おきな諸関係をもっている。

　　　　　　loo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　會ノ・

　　　　　　o．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）
　　　　　　　　　　　　北半球における大気循環モデル

　メソポタミア・エジプF・インダス河谷などの古オリエント交明の中心地域は，いず

れも北半球の北緯25。一35。の地域に立地している（ただ，華北の黄河文明やその故郷

と推定されるターリム盆地はやや北方の400に分布する）。これらの諸地域は，海洋を

のぞいて，高圧フロントが停滞し，曇量が少く，中緯度高気圧無風帯を形成して，ほん

らい大気が乾燥する。中緯度無風帯の南側には北東の貿易風が卓越し，その北側には南

西の偏西風（ウエスタリー）が卓越する。この大気の循環現象は地球の自転と太陽の凹

凹とによっておこるものであり，この現象は，後氷期ののち，マクロの気候条件として

はほぼ安定している4）（上図参照）。

　現在におけるユーラシアのステップ地帯・アナトリア・イラーンの内陸地方・スベイ

ソのメセタ・モロッコやアルジェリアのアトラス山脈の諸地方は，乾燥地帯となってい

て，気温は年平均18。C，1，月の平均気温10。Cの等温の境界線になっている。また，

それらの諸地方は貿易風とウエスタリーの出雲地帯一一大気の循環からいえば‘desert

belt’であり，その内陸地：方には広い砂漠が分布している。氷河時代（Pleist6cene）

35。

、。。諾警5、95

@／／／／／　偏西風（南西風）

cぐw　N＞

25。 中緯度高気圧帯

o

／／／／／／　北　東　貿　易　風

赤　道　無　風　帯
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静ツエント世界におけるパレオ・エコ・ジーの諸問題

に，．これらの地方では，税在と比較して，湿気があり，気温は低かった。夏季の平均気

温1ま、50¢ほどで，蒸発量は少く，湖水面は現在より高いところにあった。氷河時代に，

これ・らの現在の半乾燥地帯は亜寒帯（subpolar）にちかい植物群落を形成していた。、ま

鵡．北アフリカ・シリア砂漠のいわゆる‘‘肥沃な3H月地帯”・筆癖インドなど，境在

の亜熱馨の乾燥地帯は，いずれも気湿が低く，降爾にもめぐまれていた。死海の水位も

高いところにあった5）（第2闘）。

　中緯度地方における現在の乾燥状態は，ほぼ15，000年以前から，その乾燥化が始ま

った。’ ﾟ東地方ではほぼ1万年以前に申石羅時代があらわれる○やがて，農作物の栽培

と馬脳の飼養一すなわち，新石器時代がつづく。この新石器時代から，ナイル・チグ

ジス・エウフラテス・インダス河谷のいわゆる古オリエント文明がおこってくるのであ

る6）（第3図）Q

　亜降粥期（Subpluvia1，　c．5000－2350　B．C．）のころ，サハラ砂漠の岩壁にえがかれ

ている壁醐（rock－drawin9）によると，東部の・・ム諸族は狩猟や家畜飼養をともなう

遊牧生活をいとなんでいた。それらの動物には，かもしか・だ鳥ばかりでなく，現在の

熱帯アフジカのサバナにしかいない象・さい・河馬・きりんなどが多数みられる。アブ

i；」力車は，森林や草原を好み，莫大な量の緑のまぐさや四季を通じて良質の水が必要で

あった。河馬の環境としては，四季を通じて河川や湖水の辺縁地帯にかぎられ，乾燥地

帯に移動することはできなかった。きりんでさえ，現在，樹木のないステップにいるこ

とは珍しい◎さいには150m斑．象には100　mm，きりんには50　m磁．以上の年間降爾

量が必要であっぢものと推定されている。後氷期のエジプFは温暖で湿気もあり，ナイ

ル，㌻デノセタやファイユーム（Fayitm）にはカメレオン・熱帯へびや軟体動物がすんでい

た。ρ・5090－2350　B・　C・のころ，北部サ・・うの植物帯は100r250キロも分布してい

たζいわ矛しる7）。

　二r？ブトの西部および東部の砂漠には，古王朝時代の初期と推定される，アカシア。

ぎょり』ゆう・いちじく「（Ficus　sycomOrus）などの多数の切株が発見されている。これ

はサバナの景観である。そのころ，濁河（τvadi）の川床には水が流れ，地下水位もた

かかったgルクソール（中王国時代の首都テーベ）薦部で発見されたそれらの切株は直

径が32センチもあり，根は4．5メートルもひろがっていた。このようなサバナ景観は，

古張糊時代から第Wヨ三朝（一2350　B．　C・）までの記録や寺院・墳墓などの浮彫によっても

指証することができる。また，サハラ砂漠の南部においても，多くの枯死したアカシア

が発見されている7）6，ttt　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘：、
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古■一リエント世界におけるパレオ・エコPノーの諸問題
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古オリエント世界におけるパレオ・エコロジーの諸問題
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第3図　農業植民以前における後氷期の植物分布　　（c8000－5000BC）

（1）

（s）

（or）

（7）

冷涼な針葉樹林帯　　　　　　　　　　（2）

亜熱帯常緑樹林または針葉樹林　　　　（4）

半砂漢　　　　　　　　　　　　　（6）

河川やオアシス周辺の帯状の亜熱帯林地

温帯落葉樹林または温帯混交林

亜乾燥草原またはステノブ

砂漠

　　　　　　　　　　（Butzer，　1965）
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古オリエント世界におけるパレオ・エコロソー一の諸問題

20 30 co 50 60 70

筍

30

20

10

“

O
」

“

魅”e

v

－
（
U

。
。
◎

畝

　偽
　　　　　　ドへ

虻、　　　諺

o

o

r　v；ISKtS？

」
ノ

。

・爲 r

《ク@o

1
　
2
　
3

□
□
彫

＼応
。

　　　　400kmo

300miles

40

30

ユ0

60

IO

30 紛 so

　　　　　　　　　　　第4図現在の気候帯
（1）年間降霜日数が30日以上の地方　　（2）年間降雨量が100　mm・以下の地方（オア

シスをふくむ）　　（3）オリーブ栽培の分布する温和な地中海式気候の地方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Butzer，　1965）

44　一



古オリエアト世界におけるパレオ・エコPtジーの諸闘題

後氷期の気候i変化8）

　　　　L気豪∵靴コ中・1ヒ・一・幽・低論評

　　　　無筆語弊儲望｝）i冷涼・轍｝

　　　　陛欝鞍痴愚幽乾燥
　　　　i　動画洋野書溶0鱗1量＆；i蜜C．　　　　｝　　　渥暖・湿潤　　　｝

　　　　｝醐瓢灘即応・副

　　　　淳禰謝塾蜘i冷涼…酬

　要するに，紀元前6千年紀のなかごろから3千年紀のなかごろまで，北アフリカや近

中東地方は，現魂に比較して，タ気温が聾心で，あきらかに降雨も多く，サバナの崇観を

あらわしていた。現在の気象条簿ではとてもすめそうにない動物が繁殖し，サバナの植

物も繁茂していた。このような自然的諸条件は新石器時代のひとびとの生存様式にきわ

めて好都合な影響をあたえたものと考えられる。

・低緯度地方

極端な乾燥

燥

温暖・湿潤

極端な乾燥

やや湿潤

　しかし，紀元前3千年紀の終りころから，北アフリカや近東地方の気候がしだいに乾

燥しはじめた。それまで，大西洋を吹きわたって，ほどよい湿気をはこんできた西風が

その風向を北方へかえてしまったからである。もっとも，北アフリカや近東地方の乾燥

化はすでに紀元前7000年ごろから始まっていた。それ以前には暴風雨帯（storm　zone）

が地中海を横ぎり，サハラや近東地方に，多くはなかったが，規則的な降雨をもkらし

ていた。現在のサハラやアラビアの砂漠にも，地域によっては林地や草原が分布してい

た。ところが，c．7000　B．　C．をさかいに，そのストーム・ゾーンが北方へ移動しはじ

めたのである。降雨もしだいに少くなった9）。この乾燥化は，紀元前3千年紀の終りこ

ろから，さらに激しいものとなってきたのである。この大気循環の異変の原因について

は明らかでない。乾燥化とともに，気温（雪線）は上昇し，陸水の分布や構造，動植物のX

生態・分布もしだいに変化した◎この乾燥状態はほぼ2000年ちかくつづいた（上表参照）。

もちろん，その闘に，短い冊子にわたって，気温や乾・湿について多少の変動（fiuct－

uation　or　Variat圭on）はあったが，野中菓地方について，一般的にいえば，この4000

年間の地表の気象条件は乾燥化の傾向をたどっている。このような自然条件の変化に対

面して，その時代のひとびとは歴史的にどんな方法によって対決してきたのであろう：か。
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古オジエント憬界におけるパレオ・エコロジーの諸問題

　紀元前3千年紀のなかころから紀元前1千年紀のなかごろまでの，ほぼ2000年間は，

古オ1）．エント世界史のもっともはなやかな興隆とその黄金時代であり，また，悲惨な衰

退の時代でもあった。そして，この偉大な古オリエント文明は，ふたたび，かつての繁

栄を回復することがなかったのである。古陵ジエソト文明の形成と発展，その衰退・崩

壊の歴史的プロセスについて，パレオ・エコロジーからの分析は1つの新しい問題を提

起しているように思われる。

　＝ジプトでは，第1～第IV玉朝時代にいたるまで，象やきりんなど，サバナの動物が

ひろく分布し，岩壁にもよく画かれている。やがて，古王国時・代（2700－2135　B．　C．）1こ

なると，象・さい・きりんがいなくなり，アカシアは枯死してしまうQ第V一門Wヨ三朝

（c．2200B．　C．）には砂漠の風景画のなかに樹木がもはや画かれていない。また，デル

タ顯都の海岸ステップや東部砂漠のワジ地方にいたるまで，動物の壁画がみあたらなく

なる。2350B．C．以前には，狩猟はステップや砂漠の辺縁地帯でおこなわれていた。

しかし，第W王朝の初期から，狩猟は王の娯楽として，動物を1ヵ所に集めて照いをつ

くり，その旧いのなかでおこなわれるようになったゆ。

　ナイルの水位は古田E国時代（2700・B．・C．）からしだいに低下しはじめた。ナイル中流

の西岸では，河谷の沖積平野にそい，175キロにわたって氾濫原がはり出した。河水面

の低下によって，氾濫原の地下水位も低下した。西爾アジアでは，c．2500－1200　B．C．

に死海の水位が8メートル低下している。バイブルの記載によると，このころに，パレ

スチナでは，おそらく降雨の減少によって，はげしい旱ばっと破滅的な飢きんにおそわ

れた。シリアやイラークの北部では。．2500B．C．から人uが減少しはじめ，この人口

減少は潅慨農法の普及までつづいた1D。歴史時代におけるこのような乾燥化は，紀元前

3千年紀のなかごろから始まったが，この乾燥状態は一時的には現在のものよりも激し

いものであった。この時期に，近中東地方では遊牧民族がさかんに移動している。すな

わち，漢民族の東部・南部への移動，アーリアンのパンジャーブ地方への南下（c．　2000

－1700　B．C．），スキタイの南ロシヤへの移動，エジプトでは古王朝の没落（2700－2200

B．C．）・無政府状態とその後のヒクソスの侵入と支配（1730－1570　B．　C．）イォニァ・ア

カイア人のバルカン半島への南下（c．1800　B．　C．）など，この時代のいちじるしい特色

である。

　地下水位の変化にかんする研究は，パレオ・エコロジーをはじめ，初期の営農技術や

集落の立地変動，気候変化などを明らかにするうえで，きわめて重要な意義をもつもの

であるが，今日なお十分な資料を提供するまでにいたっていない。
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古オリエント世界におけるパレナ・エコロジーの諸問題

　現在の砂漢の地下水は2万年以前の氷河時代の多雨期に起源をもつものといわれる。

それほど，地下水の生命はながい。しかし，歴史時代一一とくに，ローマ時代以降にお

いて，地中海の周辺地帯・エジブい近東地方の地下水位はたしかに低下した。現在，

ギリシア・ローマ時代の都市や神殿の地下水の賠水槽にはほとんど水が濃れている。ニ

ジプi・中都のEI　Khargaは，　B．C．300G年ごろの新石器時代の農業集落であり，多

数のオアシスが分布し，おびただしい新石器が出土している。現在，それらのオアシス

はすべで澗れ，地下水泣はじつに60メートルも低下している。エジプト欝部の井戸やオ

アシスは，すでに古王朝時代から減れはじめていた。そのほか，地下水位の低下は，

Bir　Misahaで22メートル，　Blr　el　AtrunとMergaで10メートルにたっしている。

Farafaではμ一マ強張から5メートル低くなっている。葉部砂漠の地下水位：は，　Wadi

el　Alfaqiで王朝三代から7．5メートル下り，　Wadi　Qanaにあるpa・一一　’v時代の井戸は

すっかり澗れている。レバントでもKasr　el　Azrakでは2メートル低下している。　Pt

一マ時代やビザソチウム揚代の井戸は今Nほとんど湘れはてている。地下水位は，内陸

地方へすすむにしたがって，その低下がいちじるしい1脅）。イラーソ高原においても，紀

元前200◎年ごろから欝候が燥乾しはじめ，カナート（Ωσπ漉）がさかんに翻りすすめら

れたようである○しかし，イラーソ高原の乾燥化は，エジプトやメソポタミア地方に比

較すると，それほど激しいものではなかった鋤。

　（2）頭型と土壌

　地蓑の鱗状は，気候条件とともに，生物の生態・分布の主要な因子である。ユーラシ

アやアフラシアのステップや蜘岱地帯，渓谷や平原などは，気候や地質・地型，生物分

布からみて，つぎの3つの地域に分類することができる。

　1）　北都の高原と平野　　ヨーロッパ。ロシアに特微細な安定した地墨構造と平坦な

　　岩床。地型はふかく刻まれているが，ひろい河谷平野と峡谷とが特微をなしている6

　2）　山岳地帯　　バルカン・／」、アジア・コーカサスの中央地帯は，アルプスの造山漆

　　動と密接な関係をもち，複雑な摺師と断層を形成している。

　3）　南部の丘陵地帯と沖積平野　　この地域は，山岳地帯の南部地方。北アフリカe

　　アラビア・“肥沃な311月地帯”である。この地：方は，土壌侵食や解析がすすみ，

　　ゆるやかな起伏やなだらかな沖積低地が多い。また，ひろい平原や台地，丘陵な

　　ど，・地型は変化にとんでいる14）（第1図）。

　これらの地型は早期における人聞の移動や定住に薩接の影響をあたえた。山岳地方の
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古オリエント臨界におけるパレオ・エコPジーの諸問題

農業は水のえやすい盆地にかぎられている。家畜のなかでは山羊や羊だけがステップの

斜面で飼養された。山岳地帯では，ほかの周辺諸地域との交渉が難しく，二化的に孤立

した。中央の山掻地帯には，人：1の稠密な地方と希薄なところがモザイク状に分布して

いる。孕期の人に1分叡ま，丘陵の尾根や山麓，河谷の平野の微高地などに適地をもとめ

て集中している。奮と北との交化的・商業的交渉1ま，かならずしも不可能ではなかった

が，きわめて困難であっf：　15）。ユーラシアおよびアフラシアにおける平原地方への早期

の定住は主として陸水（湖沼・河川・地下水）の分布に制約されていた。しかし，平平

な地方は，ほかの地域との交渉が容易であり，また，人闘の移動や巨大な政治・経済的

組織の形成と存続をも容易にしたのである。

　農業生産の基礎的条件である土壌の自然的特質は，気候条件とともに，その母岩や三

型によって影響をうける。また，人闘による森林の乱伐や過牧による植生の破壊は，近

中東地方におけるほとんどの地域の土壌の理化学的構造に重大な影響をあたえた。丘陵

斜面や起伏の多い地型の土．壌ははげしい侵食（erosion）にさらされ，その表土は沖積

低地に洗い落されてきた。古オリエント世界のいくつかの主要な文明の中心地域におい

て，雪線の退行は，気候の乾燥化とともに，その影響はまさに破滅的であった。現在，

この乾燥地方の丘陵や斜面においては，土壌のA履は流亡し，農作物や二次的植物群落

はBまたは：C層に分布しているt6）o

　ルーマニア・ウクライナ。南ロシアの低地地方の表土には，最後の氷期に運ばれてき

た風成のうすい壌土（loess）がひろく分布している。この地方の気候条件のもとでは，

レスは黒土（clzernozem）として，1乍物の生育・成長に必要な無機物にとみ，現在，世

界でもっとも肥沃な農業地帯となっている。この地方の土壌には侵食もなく，歴史時代

における人為的な荒廃現象もなかった。レス土壌の適度の通気性と排水のよさが密林の

形成をさまたげていたので，とくに，ドーナウ盆地のレス地帯は初期の笹下たちに好適

な生活の場をあたえた17）。

　山歴｝地帯における斜面のステップ土壌は肥沃な騰髄（hzinzets）／轡が降雨に洗い流され

はぎとられて，岩石がちでやせている。近中東地方の高地や斜面を裸にした表摺の粘土

などは晩秋から春にかけての河川の氾濫期に，低地地方の河川や河谷に．鉢たたび沈積さ

れる。このような沖積地帯は，中央山岳地帯の盆地，チグリス。エウフラテス・ナイル

の河谷，海岸平野，オアシスなどにひろがっている。砂礫のない壌土（loa！n）や埴土

（ciay）の支配的な分布地域は，それらの土壌の物理的構造や土中の豊富な無機物のた
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古オリエント世界におけるパレオ・エコロジーの諸問題

めに，土壌の戸H（c．6．5～7．2）や湿度さえ可良（50～60％）であれぽ，さわめて肥沃

である。しかし，内陸地方の盆：地やチグリス・エウフラテス下流の沖積平野のように，

三二（石灰岩）の塩基（CaCo3）の影響や水はけが悪くて流水がよどみ・蒸発がさかんにな

ると，土壌の塩化現象がおこり，農作物にとっては不毛の地帯になってしまう。このよ

うな不毛または低生産性のアルカリ土壌は近中東地の広大な地域をおおっている19）。

　はげしい土壌侵食は，とくに，地中海沿岸のやや湿気のある高地地方や“肥沃な3日

月地帯”の丘陵斜爾におこった。起伏の多いこれらの地方は，氷河時代の最後の多雨期

に形成された肥沃な赤色壌土（red　loam一すなわち，　terra　rossa）が分布していた。

ところが，このテラ・ロッサは，森林の乱伐と荒廃・過牧などの諸原因によって，ビザ

ソチウム時代以降，すっかり侵食されてしまった。ペロポネソス半島の東部・南部やシ

リアの丘陵地帯の表土（テラ・ロッサ）は，洗い流され・はぎとられて，裸になり，大

小の石灰岩がごろうごと露頭している2。）。

　三部の乾燥した丘陵地帯や平原地方の土壌には砂礫が多く，やせている。この地方の

乾燥気候が土壌生成の主要な2鶴子一すなわち，土壌微生物の活動や腐植の生成を阻

害L，ひいては土壌の化学変化（熟成）をさまたげて，ほとんど不毛の地帯となってい

る。まったく不毛の荒地（desert）　には，岩ぽかりの地方　（hammada）　や砂礫地

（serir），砂地（erg）などがある。丘陵地帯の裾野や澗河（wadi）の境界にはserir

が多く，hammadaは山地や高原に多い。　ergは低地地方のくぼ地や塩化した沖積低地

（sabkhas）に分獅する。たとえぽ，このergは，東部・南部のアラビア，西北インド，

トルキスタン，カスピ海の北岸などである21）。

　（3）植物の生態分布

　植物の一般的な生態原理は，気候諸条件や二型・土壌などの諸二二によって，きびしく

翻約される。動物とちがって，植物の生態は，それらの諸条件・諸因子にたいして，よ

り三二的に対応する。動物の生命は，植物に比較して，より密由ではあるが，とくに，

食物の連鎖（food－chain）をとおして，やはり特定の自然的諸条件の制約をうける。し

たがって，遷移の低い段階における動植物の分布は，それらの諸条件・諸因子の統一的・

機能的なものの遷移（succesion）をpm　一　ilルに表現するものである22）。

　最後の氷期のころ，南東ヨーロッパの気候は明らかに寒冷であった。そのころ，カル

パチア山脈の菜部や爾部地方・パルカソ半島の山岳地帯・ペロポネソス半島の1800メーー

トル以上の山。ユーゴスラビアの1200メートル以上の山には小さな氷河が形成されてい
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たQこの時期に，南ロシアeルーマニア・ブルガリアの低地地方。ハンガリア平原など

の広い地域に風成の黄土（10ess）が堆積し・麟定した。最後の氷期の終りに（26，　OOO～・

8，　000　B．　C。），このレス地帯にはステップがひらけ，山麓には寒帯縁が分布していた。

ブルガリアの東部やクL｝ム半島には北方タイプの林地があり，ギジシアやユーゴスラビ

アの海岸地方には落葉タイプの混交林が形成された。現在のシベリア北部にみられるよ

うな下層の永久凍土は，ハソガリアやウクライナの大部分の地方をおおっていたQそれ

らの諸地域は，バルカン半島の高地とともに，！年の平均気温が一4。C以下（現在は1◎。C

以上）であった。このような蚕纏条件は，動物の生態分擶にもいちじるしい影響をあた

え，多毛のマンモス・馬・となかい。多毛のさい，さまざまなしか類（cerV三d）がすみ

つい一oiいた（第2・3鋤・

　冷涼な気候の森林地帯は1年をとおして豊かな湿気にめぐまれていた。この地方には旧

アルメニアやクルド地方の高地・コーカサス・欝東町一義ッパの発出地帯がふくまれ，

落葉樹とともに，とうひ・えぞまつ・まつなどの針葉樹林が車越した。湿暖な気挨の森

林地帯には，なら・とねりこ・しなのき・にれ・かえでなどが典型的である。とくに，

くろまつ・ねず・常緑のならは，北趨ギ蓼シア・小アジア●北西イラpmソなど，夏季に

乾燥する地方に分布した。

　温帯縁の南方には，乾燥にもたえる常緑の地中海性林野が分布する。冬季の降霜目数

は30穎以内であるが，夏季の乾燥がきびしい。この地帯にそうバルカン半島やアナトリ

アの海岸地帯a‘‘肥沃な3H月地帯”の高齢750～900メートルまでの地帯には，おそら

く，ひろい地域にわたって，なら・かしの常縁樹林が卓越していたようである。亜熱帯

性のまつや野生のオリーブも主要な樹木であった。かんきつ類eなつめやし・オリーブ

・ぶどうの栽培限堺は，この降霜日数30環以内・最寒月（1月）の平均気位◎。Cの線

にひかれている鋤（第4図）。

　近中東地方の樹木は，長期にわたるはげしい乾燥によって，その成長が鰻害されてき

た。そのうえ，乱伐と過牧，土壌侵食：などがかさなって，原生林は荒廃し，マキ（771aquis）

とよぼれるピースや雑木の二次林が形成された。例外的に，北部平漂のレス地帯では，

レスそのものの水収支が幸して，ステップの限界である年間降雨：駄500ミリの線まで，

きびしい乾燥と土壌水分の蒸散にたえて，植物が生育・成長してきた。また，レス世帯

では，冬季の降爾量が30◎ミリもあれぽステップができる。したがって，このようなレ

ス地帯一一南ロシア・ルーマニア・ハンガリア平原から中央蕪一Ptッパの低地地方には

樹木の混在するステップが公右する。おなじような植物景観は，‘‘肥沃な3H月地帯”
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の内鰯やイラーソ・トルキスタンの草原についてもみることができる。湿気のあるステ

ヅブでは，潅慨なしでも，替地農法（dry　farming）にたやすく移行することができ

た。斬石器時代の早期の遺霧の多くがそれらの地方に分布している。

　旧聞の降野竹が150－200ミリ以下の地域は，乾燥がきびしくて草本冠物の生育はむつ

かしく，半砂漢になって，経済酌には遊牧にかぎられてくる。植物は貧弱な草生や潅木

がまばらに分布するQ年間の降雨量が100ミリ以下になると遊牧もできない。人闘はオ

アシスの綴辺か季獣的に野草の生育する付近のほかには住めなくなるttぽとんど不毒の

乾燥地帯のなかで，きわだった補外現象はオアシスである。オアシスの水には，地下水

や遠くから流れてくる河川の伏流などがある。ナイル。チグリス・エウフラテスの氾濫

原にはオアシスが多く，その嗣辺には：織ながい帯状の亜熱帯1生の林地やステップが形成

されていたのであるL“5）o

　紀元前6千年紀の終りから3千年紀の終りにちかVころまでの北アフリカや掌中：東地

方の気候は，さきにのべたように，現在の考選条件とは異って，やや湿潤で降雨もやや

多く，豊かな：動植物にめぐまれていたっところが，紀元荊3千年紀の終りから，この北

半球の中緯度地帯は激しい乾燥化と甲州の上昇とにおそわ薄先た。紀発前1千年紀の終り

にかけて，その乾繰化はいくらか和らいだが，とくに，2350－800B．C，の乾燥化は今

ヨよりもきびしいものであった。このような気候の乾燥化は穂物の生態的条件を悪化さ

せた。そのうえ，燃料のための樹木の寂伐と過牧，いなごやぼったの被害などがかさな

って，この数千年の問に，中年渡地方の植生はひどく荒廃してしまった。そのことが，

さらに，P一カルな気象的条件をますます悪化させて，麓燥化一一気温の上昇（日較差

の増：大一一6月～8月の低地地：方の日中の気胞．は40。Cをこえ，しばしば50。Cをこ

える）・雪線の退行・陸水（湖沼・iiil）il・地下水の質量）の変化・土壌湿度の蒸散と土

壌のアルカリ化などをすすあたのである。

　気候の乾燥化がはげしくなかった紀元前3予年紀の初めころ，カスピ海沿岸は湿潤

で，その1／4には原生林が分布し，山岳地方の1／？“には森林が残っていた。また，ザグ

rス（Zagros）山地の1／5～1／6には，なら。かし・ねず，ニルブp・・一ルズ（Elburz）

出地やホレズム（Khorezm）の濠ぽ1／王2の地域にはねずの木が残っていた。イラー

ソの中央菌傘では，林地とステップや砂漢の分霧を明らかに区別することができた26）Q

　現在，近東地方のいたるところで，ほとんど儒じがたいほどの洪水がおこっている。

この現象は，疑いもなく，由鑑地帯における森林の荒廃によっておこっている。表土が
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樹木や植物でおおわれていると，降雨はおよそ20パーセントしか表土から流亡しない。

新石器時代早期のザグPスの斜面は，その70～80パーセントが植物におおわれていたと

推定されるので，この地方の水収支は脱臼とはちがったパターンであったにちがいない。

1インチ（25ミリ）の降水量は，1エイカあたり100トソの水量に等しいので，林地や

草原が荒廃すると，多量の水がすさまじい速さでどっと谷に流れおち，平野の耕地に流

れだしていく27）。

　メソポタミア地方における氾濫の地質学的資料によると，新石器時代の山岳地方はか

なり湿潤であった。出岳地方の降爾は，その地方をおおっていた樹木や下生えでしばし

保留されて，雨水を一時的に低地地：方の河川におし流すことも少かった。そのころの河

水面は現在に比較してたかく，氾濫原の地下水位もたかく豊かであった。オアシスはい

たるところにあった。河川流量の季節的変化は今日ほど激しいものではなかった。しか

し，雪線の上昇とともに，やがて，林地やステップは荒廃し，河川の流量はしだいに減

少して，地下水位も低下し，氾濫は年をおって破壊的なものとなってきた。

　このような自然銀条件の変化は，遷移の低い段階における動植物の生態分布をきびし

く捌約し，ひいては，畢期の発展：段階における人間の移動・定着，さらに，その経済的・

・社会的。政治的諸関係に，しばしばドラスチックな影響をあたえる。古オリエント世

界における水収支の問題など，陸水や気温にかんする定量的研究はきわめて不十分であ

って，パレオ・＝コpaジーの一統一的理解をさまたげているQしかし，紀元前3千年紀の

後半にはじまった水管支の縮小傾向は，河川流量の減少・氾濫原の縮小・地下水の低下

・オアシスや井戸の瀬渇や水質の悪化，土壌湿度の減少とその塩化，儒じがたいほどの

気温の上昇など，生活パターン・営農様式の転換か大移動，あるいは，薪しい大規模な

潅慨農法の創心なくしては，それらの諸地域における悪化した自然的諸条件と対決して，

入間の生存をたたかいとることはきわめて困難なこととなってきたのであるe’S）o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1967●4。30　未完）

　　誰

1）近中東地方にかんするパレオ・エコロジーの諸問題については，さいきんのブッツェルの精

　　力的な研究やニネスコの乾燥・亜乾燥地域の総合研究など，まことに注爵にあたいする。こ

　　の小論はそれらの諸研究の紹介である。以下，参考までに，さいきんの主要なもののみをあげ

　　ておく。　Butzer，　K．　W．，　Die　Ursachen　des　Lanclschaftswandels　der　Sahara　und

　　Levante　seit　dem　Klassischen　Altertum．　＜＜Abh．　Akad．　W’iss．　uiid　der　Liter．，　Math．

　　NatttrTv．　Kl．＞＞，　19：AS，　SS．3－19．，　ciers，，　Das　6kolegische　Problem　der　Neolithischere
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